
  
 
 
 
 
 

 

 北海道釧路養護学校副校長 齋 藤 利 文 

 

児童生徒は、大人の表情をよくみています。ですから、児童生徒に接する全ての大人（保護者も

教師も：以下大人）は、安心できる温かい環境と同時に、笑顔でいてほしいと考えています。安心

できる温かい環境の中に育つ児童生徒は、自らの意志でおもいきり爆発させて何かに挑戦しようと

し、大人の顔色を気にせずに前向きに頑張れるからです。 

 

情報過多の時代、時として外部に振り回され、児童生徒に起こった目の前の現実を冷静に受け止

めきれず、原因を究明できないとなれば、児童生徒の成長の妨げになります。冷静に判断し子ども

を正しい方向に導かなくてはいけません。大人が感情的だと問題は解決しません。なぜならば、子

どもは満たされないと、自分の要求不満を人にぶつけて解消しようとすることもあるからです。 

 

こんな話しがあります。航空機のパイロットの訓練では、エンジンが爆発するような事態になっ

たら、「まず笑え」と訓練を受けるそうです。ちょっと驚きですが・・・想定外の事象に遭遇すると

誰もが慌てるし、パニックになります。航空機のパイロットのこわばった表情は、周囲に過度な不

安をあおります。だからこそ、まずは笑って一呼吸置き、慌てずに冷静に考えて行動するのだそう

です。そして、なぜ事象が起きたのか、その原因を瞬時に判断して、手順を追って冷静に処理して

いくということでした。 

 

この話しは、児童生徒にも通じるところがあります。児童生徒は日々成長しております。大きな

失敗や、トラブルを起こすことが日々あります。こうした時に、大人がどう振る舞うのかが大切に

なります。 

 

常に突然の出来事にも大人が笑顔で瞬時に判断して行動できることは、難しい場面はありますが、

この安定感と行動力がとても大切です。このことが、子どもに失敗の原因を考えて改善しようとす

る態度と、失敗を恐れずに挑戦しようとする意欲を育てることにつながるからです。 

 

もう少しで今年度も終わりです。時代や社会の変化に応じたさらなる創造的な教育活動の展開や、

子どもの可能性を引き出す豊かな学びの場の構築などの教育環境を整えることが求められる中で、

今後一人一人の児童生徒が、適切な指導や支援を受けられるよう、来年度に向けて準備を進めて参

ります。 

 

今後も本校の教育活動に御理解、御協力いただきますよう

よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道釧路養護学校だより 

 成 長 支 え る 環 境 作 り  
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kushiroyougo-z0@hokkaido-c.ed.jp 

学校長  髙橋 好則 
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１年間を振り返って 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学部主事 長屋 さおり 

 

 

今年度も様々な活動制限がある中でしたが、運動会、学習発表会、校外体験学習等を無事に終えられ

てホッとしています。まだまだ感染症対策をしながらの生活は続きそうですが、人数の少ない学年は２

学年合同で体つくりや体育などを行ったり、２年間行うことができなかった美原小学校との交流を本

校の５，６年生を対象としてオンラインで行うなど新たな学習も行いました。コロナ禍だからこそ「つ

ながり」を大事にし、今できることは何かを新しい発想をひねり出しながら今後も取り組んでいけたら

と思います。 

 

 来年度も保護者の皆様にはいろいろとご協力をお願いすると思いますが、子どもたちの日々の成長

のため一緒に見守っていただけたらと思います。１年間ありがとうございました。 

 

 

小学部 長屋さおり 

 
中学部主事 堀 輝太 

  

  

 令和４年度も新型コロナウイルス感染症対策を取りながらの学校生活となりましたが、生徒達は手洗

い、手指消毒、マスクの着用などに自ら気付いて取り組む様子が見られました。また、生徒同士の関わ

り合いや教師とのコミュニケーションも多く見られ、生徒自身の「関わる力」の幅が拡がったように感

じました。「Withコロナの時代」とは謳いながらも、計画していたことが思うように実行できない、様々

な制約がある中で行わなければならないことが多々ありましたが、そのような状況下においても、生徒

達は１年間立派に過ごしてくれました。 

 

 保護者の皆様のご協力もあり、泊学習、体育大会、学習発表会などの行事を行うことができました。

令和５年度もいろいろとご協力をお願いすることがあると思いますが、今後ともよろしくお願いいたし

ます。１年間ありがとうございました。 

 

 

高等部主事 志田 雅昭 

 

高等部の１年も終わろうとしています。様々な制約がある学校生活も３年目となり、生徒達も健康を第一

に考え活動してくれました。 

 

それぞれの学年で、それぞれの頑張りを見せてくれた１年。ひまわりフェスタや宿泊学習、作業学習の製

品販売会などの行事では、事前の学習から当日の学習、そして事後のまとめの学習を計画的に行い、１つの

学習が終わるたびに成長した姿を見せてくれました。そして、そんな生徒達の頑張りに私たち大人が励まさ

れることがたくさんあった１年でもありました。 

 

保護者の皆さまにもご理解とご協力をいただき１年を過ごすことができましたことに感謝申し上げます。

ありがとうございました。 

 

 



校外体験学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

小学部４年生 ９月２２日(木) イオン釧路店 

小学部４年生は、公共のマナーを守り、友達や教師と共に行動すること

と買い物経験の拡大を目的にイオン釧路店内にあるセリアに行きました。 

事前学習で学んだ経験を活かし、ルールや約束事を守って買い物すること 

ができました。 

   （文責：飯塚） 

 

 

中学部１年生 ７月５日（火） 釧路和商市場 マリントポス釧路 

中学部１年生は、「釧路について調べる」ために釧路和商市場とマリント

ポスに行ってきました。 

和商市場では、店員に魚に関するインタビューを行い、マリントポスでは釧

路近海の魚についてパネルを見たりしながら学習しました。事後学習では、

インタビュー内容や魚の分布図を模造紙にまとめる学習を行いました。  

（文責：福井） 

見学旅行 

高等部３年生 

 

 高等部３学年は「日本の経済的中心、首都東京近郊の公共施設を利用したり観光地を巡ったりす

ることで、我が国の一員としてよりよく生活していくための社会性を養うこと」、「集団活動を通し

て、学年の友達を意識し関わりをもつことができること」、「入浴や就寝、食事など日常での生活場

所が変わっても活動することができること」を目的として、１１月１５日から３泊４日の日程で、

東京方面へ見学旅行に行ってきました。 

 一日目は、飛行機の搭乗体験やお台場見学、国会議事堂や皇居などの車窓見学を行いました。二日

目は東京スカイツリー見学と、グループ別に分かれて都内自主研修を行いました。スカイツリーの天

望回廊から眺める東京の景色は、ビルや建物が隙間なく並んでいることや、人の多さを目の当たりに

し、生徒たちは北海道との違いを感じていました。三日目は東京ディズニーランドに行き、ディズニ

ーキャラクターと対面したり、アトラクションを楽しんだり、買い物を楽しんだりと、「夢の国」を

満喫する生徒たちでした。四日目は、羽田空港から釧路空港へと到着後「さむ～い」の一言。北海道

との気温の違いについて、身をもって感じることができました。 

 生徒たちは、高等部入学時よりコロナ禍での学校生活を過ごしてきており、見学旅行についても

「行けるのだろうか」「中止になるのかな」「東京に行きたい」等様々な不安と期待を抱きながらこの

日を迎えたことと思います。旅行中も、感染対策を意識して過ごしていました。今回の旅行は、日常

の生活では味わうことができない体験をし、大切な思い出となったことと思います。（文責 小田原） 

 

 

見学旅行 
日時：１１月１５日（火）～１１月１８日（金） 

場所：東京、千葉 



高等部１年生 ６月９日（木） 釧路和商市場 

高等部１年生は、公共施設におけるマナーを守って、様々な施設の利用経験 

を積むことを目的に釧路和商市場に行ってきました。市場内を見学したり、店

員に魚に関するインタビューをしたりしました。事後学習では、まとめたこと

を発表して学習を深めました。              （文責：小野） 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 水  11 土  21 火 春分の日 

２ 木 (舎)ひなまつり(中)学部集会 12 日  22 水  

３ 金 (小)入学説明会 13 月  23 木  

４ 土  14 火  24 金 修了式 離任式 閉舎日 

５ 日  15 水 (小中)卒業式 25 土  

６ 月  16 木 (舎)1 年間修了会 26 日  

７ 火 
(高)入学者選考検査(２次) 

(舎)お別れ会 

17 金  27 月 学年末休業日（～31 日） 

18 土  28 火  

８ 水 (高)卒業式 
19 日 

 29 水 

９ 木 (高)合格発表(２次) 30 木 

10 金 (高)入学説明会 20 月  31 金 

 

令和４年度 卒業証書授与式のご案内 
 

 

いよいよ、卒業式の時期が近づいてまいりました。今年度も新型コロナウイルス感染拡大予防のため、体育館

で式に出席するのは、卒業生とその保護者のみとなります。その他の在校生は、オンラインでライブ配信を見な

がら、各教室での参加となります。ご理解の程、よろしくお願いいたします。 

 

＜高等部卒業証書授与式＞ 

令和５年３月８日（水）１０：００～１０：４０ 

 

＜小･中学部卒業証書授与式＞ 

令和５年３月１５日（水） 

小学部 ９：４０～１０：１０  中学部１０：４０～１１：１０  

             

※場所は両日とも本校体育館となります。                 

※卒業生の下校は、小学部が１０時５０分頃、 中学部、高等部が１１時５０分頃となり、給食・下校時のス

クールバスはございませんので、よろしくお願いいたします。 

※在校生は、通常通りです。 

※新型コロナウイルスの感染拡大状況によっては、日時、場所、参加者などが変更になることもあります。 

 

 

３月の行事予定
 


